
　甲賀市では、駅やバス停からの便利な移動手段としてシェアサイクルの導入を始めており、現在３カ所（ＪＲ貴
生川駅前、水口石橋駅前、甲賀市役所バス停）に設置しています。みなさんもシェアサイクルを見かけたらぜひ
使ってみてください。
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特殊詐欺にご注意を！
　国際電話番号による振り込め詐欺防止に向けた啓発活
動が、４月１５日に甲賀市役所１階で実施されました。
　この啓発活動は近年巧妙化する詐欺の手口を周知し、詐欺
被害を防止することを目的に甲賀警察が主導したものです。
　最近はＳＮＳを通じて投資を勧める「ＳＮＳ投資型詐欺」や恋
愛感情を抱かせて金銭をだまし取る「ロマンス詐欺」などの
特殊詐欺の被害も増えています。
　自分自身も被害にあわないように、日頃から気を付けま
しょう。
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日
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、

月
〜
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曜
日
の
週
5
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で
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目
的
の
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は
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、
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道
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前
立
腺
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、
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
多
く
の

が
ん
（
原
発
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の
他
、
脳
や
骨
な
ど
へ
の
転
移
も

適
応
と
な
り
ま
す
。
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て
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け
て
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け
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う
に
努
め
て
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ま
す
。

問 公立甲賀病院総務企画課	 ☎  ６２‐０２３４　Fax  ６３‐０５８８

赤い造花などを奪い合う参加者▶︎

元気に「ケンケトケンケン」 
瀧樹神社　ケンケト踊り
　ケンケト祭りが５月３日、土山町前野の瀧樹神社
で行われました。
　甲賀市で初めてユネスコ無形文化遺産に登録され
た「ケンケト踊り」が奉納され、地元の小学生から選ば
れた踊り子たちが、孔雀や山鳥などの羽で作ったシャ
ガマを被り、囃子に合わせて踊りを披露しました。
　また、祭りの特色であるハナガサに取り付けられた
赤い造花などを奪い合うハナバイが行われました。

信楽のまちがにぎやかに 
陶器市・作家市

　しがらき駅前陶器市が４月２８日～５月６日に、県
立陶芸の森にて信楽作家市が５月２日～５月５日に
それぞれ開催されました。
　陶器市では、たぬきの置物や傘立て、食器などが、
作家市では全国から集まった作家さんの個性豊か
な作品が並び、県内外から訪れた多くの来場者を魅
了していました。

◀作品を手に取るこども

公共交通に乗っておでかけしよう！

シェアサイクルのいいところ

スマホで簡単に借りられる！
シェアサイクルを使って市内を巡ってみませんか？

❶乗り捨てOK
　専用ポートがあれば、借りた場所でなくても返却が可能です。
❷２４時間利用OK
　事前にアプリをインストールしておけば、
いつでも借りることができ、返却時間を気
にする必要がありません。
❸環境にやさしい
　自家用車の利用に比べて環境負荷が低
減されるエコな移動手段です。

利用にはスマホ専用アプリ
のダウンロードが必要です。
利用時間に応じて料金が発
生します。

公共交通推進課　☎  ６９-２215　Fax  ６３-４６０１問

詳しくはこちら▲

▲リニアック（放射線治療装置）

▲ケンケト踊りを披露する踊り子

▲詐欺防止方法について説明をする甲賀警察職員

▲信楽たぬきを眺める親子
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